
年間授業計画

大泉桜高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報を活用し問題を発見・解決する方法の技能を習得し、情報社会と人との関わりについて理解を深める。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情
報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コン
ピュータやデータの活用について理解を深め技
能を習得するとともに、情報社会と人との関わ
りについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、
問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
切かつ効果的に活用する力を養う。

【情報Ⅰ713】高等学校　情報Ⅰ　第一学習社

情報

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 23

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

合計

70

○ 1

○ ○

○ ○ 1

○

○ ○ 1

○ 20

12

定期考査
○

１
学
期

A 情報社会の問題解決
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】情報やﾒﾃﾞｨｱの特性を踏まえ、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法を身
に付ける。情報に関する法規や制度、情報ｾｷｭﾘﾃｨの重
要性、情報社会における個人の責任及び情報ﾓﾗﾙにつ
いて理解する。情報技術が人や社会に果たす役割と及
ぼす影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、
情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発
見・解決する方法について考える。情報に関する法規
や制度及びﾏﾅｰの意義、情報社会において個人の果た
す役割や責任、情報ﾓﾗﾙなどについて、それらの背景
を科学的に捉え、考察する。情報と情報技術の適切か
つ効果的な活用と望ましい情報社会の構築について考
察する。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教
材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。一
人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とす
る。
【知識及び技能】情報やﾒﾃﾞｨｱの特性を踏まえ、情報と情報
技術を活用して問題を発見・解決する方法を身に付ける。
情報に関する法規や制度、情報ｾｷｭﾘﾃｨの重要性、情報社会
における個人の責任及び情報ﾓﾗﾙについて理解する。情報技
術が人や社会に果たす役割と及ぼす影響について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、情報
と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決
する方法について考える。情報に関する法規や制度及びﾏﾅｰ
の意義、情報社会において個人の果たす役割や責任、情報ﾓ
ﾗﾙなどについて、それらの背景を科学的に捉え、考察す
る。情報と情報技術の適切かつ効果的な活用と望ましい情
報社会の構築について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活
用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養
う。

○

D 情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸとﾃﾞｰﾀの活用
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの仕組みや構成要
素、ﾌﾟﾛﾄｺﾙの役割及び情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保するための方
法や技術について理解すること。ﾃﾞｰﾀを蓄積、管理、
提供する方法、情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを介して情報ｼｽﾃﾑがｻｰ
ﾋﾞｽを提供する仕組みと特徴について理解すること。
ﾃﾞｰﾀを表現、蓄積するための表し方と、ﾃﾞｰﾀを収集、
整理、分析する方法について理解し技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、
情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸにおける必要な構成要素を選択すると
ともに、情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保する方法について考えるこ
と。情報ｼｽﾃﾑが提供するｻｰﾋﾞｽの効果的な活用につい
て考えること。ﾃﾞｰﾀの収集、整理、分析及び結果の表
現の方法を適切に選択し、実行し、評価し改善するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教
材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。一
人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とす
る。
【知識及び技能】情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸの仕組みや構成要素、ﾌﾟﾛ
ﾄｺﾙの役割及び情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保するための方法や技術につ
いて理解すること。ﾃﾞｰﾀを蓄積、管理、提供する方法、情
報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを介して情報ｼｽﾃﾑがｻｰﾋﾞｽを提供する仕組みと
特徴について理解すること。ﾃﾞｰﾀを表現、蓄積するための
表し方と、ﾃﾞｰﾀを収集、整理、分析する方法について理解
し技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】目的や状況に応じて、情報
通信ﾈｯﾄﾜｰｸにおける必要な構成要素を選択するとともに、
情報ｾｷｭﾘﾃｨを確保する方法について考えること。情報ｼｽﾃﾑ
が提供するｻｰﾋﾞｽの効果的な活用について考えること。ﾃﾞｰﾀ
の収集、整理、分析及び結果の表現の方法を適切に選択
し、実行し、評価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活
用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養
う。

○ ○

定期考査
○

○ ○ ○ 12

２
学
期

３
学
期

B ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝと情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】ﾒﾃﾞｨｱの特性とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の特徴
について、その変遷も踏まえて科学的に理解するこ
と。情報ﾃﾞｻﾞｲﾝが人や社会に果たしている役割を理解
すること。効果的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲ
ﾝの考え方や方法を理解し表現する技能を身に付ける
こと。
【思考力、判断力、表現力等】ﾒﾃﾞｨｱとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段
の関係を科学的に捉え、それらを目的や状況に応じて
適切に選択すること。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的を明確にし
て、適切かつ効果的な情報ﾃﾞｻﾞｲﾝを考えること。効果
的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方
法に基づいて表現し、評価し改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

C ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
次の事項を身に付けることができるよう指導する。
【知識及び技能】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀや外部装置の仕組みや特
徴、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀでの情報の内部表現と計算に関する限界
について理解すること。ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを表現する手段、ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによってｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用す
る方法について理解し技能を身に付けること。社会や
自然などにおける事象をﾓﾃﾞﾙ化する方法、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを
通してﾓﾃﾞﾙを評価し改善する方法について理解するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで扱われる情
報の特徴とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの能力との関係について考察する
こと。目的に応じたｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考え適切な方法で表現
し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｳgによりｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活
用するとともに、その過程を評価し改善すること。目
的に応じたﾓﾃﾞﾙ化やｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを適切に行うとともに、
その結果を踏まえて問題の適切な解決方法を考えるこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切
に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教
材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。一
人1台端末も適宜活用する。

・講義、演習、実習、個人での活
動、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、考察、発表、等を
行い、指導目標について指導する。
・教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、自作課題等を教
材とする。
・学校据え置きのPCを使用する。一
人1台端末も適宜活用する。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とす
る。
【知識及び技能】ﾒﾃﾞｨｱの特性とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の特徴につ
いて、その変遷も踏まえて科学的に理解すること。情報ﾃﾞ
ｻﾞｲﾝが人や社会に果たしている役割を理解すること。効果
的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うための情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法を理
解し表現する技能を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】ﾒﾃﾞｨｱとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ手段の関
係を科学的に捉え、それらを目的や状況に応じて適切に選
択すること。ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的を明確にして、適切かつ効果
的な情報ﾃﾞｻﾞｲﾝを考えること。効果的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行うた
めの情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの考え方や方法に基づいて表現し、評価し
改善すること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活
用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養
う。

次の事項を身に付けることができることを評価規準とす
る。
【知識及び技能】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀや外部装置の仕組みや特徴、ｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀでの情報の内部表現と計算に関する限界について理解
すること。ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを表現する手段、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによってｺ
ﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用する方法について理解し技
能を身に付けること。社会や自然などにおける事象をﾓﾃﾞﾙ
化する方法、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを通してﾓﾃﾞﾙを評価し改善する方法
について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで扱われる情報の特
徴とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの能力との関係について考察すること。目的に
応じたｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考え適切な方法で表現し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｳgに
よりｺﾝﾋﾟｭｰﾀや情報通信ﾈｯﾄﾜｰｸを活用するとともに、その過
程を評価し改善すること。目的に応じたﾓﾃﾞﾙ化やｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
を適切に行うとともに、その結果を踏まえて問題の適切な
解決方法を考えること。
【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活
用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養
う。

○

定期考査
○


